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パ
ワ
ー
集
結
！

い
き
百
大
交
流
会

地
域
を
動
か
す

　

い
き
い
き
百
歳
体
操
は
、
高
齢
者
を

中
心
に
誰
で
も
参
加
で
き
る
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
体
操
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
行
え
る
動
き
や
、

軽
い
負
荷
を
か
け
る
運
動
を
取
り
入

れ
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
維
持
・

向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
特
別
な
道
具
や
広
い
場
所
を
必
要

と
せ
ず
、
自
宅
や
地
域
の
集
会
所
な
ど

で
気
軽
に
行
え
ま
す
。
継
続
し
て
行
う

こ
と
で
、
転
倒
予
防
や
日
常
生
活
動
作

の
維
持
に
つ
な
が
り
、
健
康
寿
命
の
延

伸
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
外
出
や
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が

減
り
が
ち
な
高
齢
期
に
お
い
て
、
孤
立

を
防
ぎ
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
き
っ
か
け
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
す
。

　

心
身
と
も
に
い
き
い
き
と
し
た
毎
日

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
健
康
だ
け
で
な
く
生

き
が
い
を
育
む
こ
と
も
で
き
る
、
そ
れ

が
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
で
す
。

い
き
い
き
百
歳
体
操
っ
て
な
に
︖

そ
も
そ
も
・
・
・

【
参
加
グ
ル
ー
プ
紹
介
】

場
所

開
催
日

下
一
集
会
所

毎
週
火
曜
日

防
地
避
難
所

毎
週
木
曜
日

小
泊
セ
ン
タ
ー

第
１
、３
火
曜
日

平
松
集
会
所

毎
週
木
曜
日

太
間
川
下
区
ク
ラ
ブ

第
２
、４
火
曜
日

佐
本
公
民
館

第
２
、５
火
曜
日

江
須
ノ
川
セ
ン
タ
ー

曜
日
不
定

※
２
週
間
に
１
回

江
住
公
民
館

毎
週
火
曜
日

里
野
集
会
所

第
１
、３
水
曜
日

イ
コ
ラ

毎
週
月
曜
日

住
民
福
祉
会
館

第
２
、４
水
曜
日

＊
イ
コ
ラ
、
住
民
福
祉
会
館
に
は
地
区

　

関
係
な
く
参
加
可
能

い
き
百
大
交
流
会
が
開
催
！

い
き
い
き
百
歳
体
操
っ
て

ど
ん
な
こ
と
す
る
の
︖

　

軽
い
お
も
り
を
手
首
・
足
首
に
つ
け
、

椅
子
に
座
っ
て
手
や
足
を
上
げ
下
げ
す

る
「
筋
力
強
化
運
動
」、
ゆ
っ
く
り
腰

を
お
ろ
す
「
ス
ク
ワ
ッ
ト
」、
肩
や
首

を
回
す
「
ス
ト
レ
ッ
チ
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

動
き
は
す
べ
て
音
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ

た
り
と
行
い
、
呼
吸
を
意
識
し
な
が
ら

全
身
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
動
か
し
ま
す
。

体
操
は
お
お
む
ね
30
分
程
度
で
、
無
理

な
く
続
け
ら
れ
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
は
、
毎
回
違
う

音
や
動
作
、
ご
当
地
体
操
な
ど
を
取
り

入
れ
て
体
操
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
。

　

ま
た
、
終
了
後
に
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
サ
ロ
ン
活
動
を
し
て
、
賑
や
か
に
お

し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り

ま
す
。
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
「
ま
た
参
加

し
た
い
」
と
皆
が
思
う
よ
う
な
工
夫
を

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
に
関
し
て
、
何
か
手
助
け

が
必
要
な
場
合
は
、
お
気
軽
に
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

８
月
20
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
大
交
流
会
。

　

参
加
し
た
各
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
な

ど
が
行
わ
れ
た
後
、
西
本
作
業
療
法

士
の
講
話
が
ス
タ
ー
ト
。
日
常
生
活

で
役
立
つ
筋
力
維
持
や
転
倒
予
防
の

動
き
を
中
心
に
、
椅
子
に
座
っ
て
で

き
る
運
動
や
脳
ト
レ
で
、
会
場
は
笑

顔
と
活
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
休
憩

時
間
に
は
、
参
加
者
同
士
の
交
流
が

自
然
と
広
が
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
日
頃
の
活
動
や
健

康
づ
く
り
に
励
ん
だ
方
々
が
表
彰
さ

れ
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
イ
ノ
ブ

タ
君
健
幸
体
操
」
で
体
を
動
か
し
、

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
健
康
意
識
を

高
め
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
心
身
の
健
康
の
た
め
、
元
気
に
活
動
す
る
皆
さ
ん
の
姿
が

町
全
体
に
活
気
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
笑
顔
と
交
流
が
あ
ふ
れ
、

明
る
く
前
向
き
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

2２０２５‐　9　susami２０２５‐　9　susami3



4２０２５‐　9　susami２０２５‐　9　susami5

夏の思い出、たくさん！

　夏休み期間中、子どもたちは夏の思い出作りに絵手紙や料理教室、サップの体験などさまざまな

体験メニューに挑戦しました。

　挑戦するたび、新たな発見をして笑顔を見せる子ども達に元気をもらいました。

SUSAMI
 TOPICS

まちの話題
町内で行われたイベントや行事の

様子をお届けします。

ビルフィッシュ開催！

　晴天のもと行われた第 30 回ビルフィッ

シュトーナメントでは、48 チーム総勢 217

名が参加し、大物カジキを狙いフィッシング

を楽しみました。

　優勝は 144.8kg を釣り上げた「DESPERADO」、

準優勝は 88.0kg を釣り上げた「TEAM DASH」

でした。

ホラーナイトにどきどき

　「ホラーナイト」イベントでは、イコラ

がお化け屋敷に大変身。怪談や怖い話の読

み聞かせ、お化け屋敷からの脱出ゲームな

どが催され、悲鳴と笑い声があちらこちら

から聞こえました。

　会場には、フードコーナーもあり、美味

しい物を食べながら、ホラーな夜を楽しく

過ごしました。

きらりＮＥＷＳ
まちひと

Ｎａｚｕｋｉさんとステージへ

　７月 31 日、大阪関西万博２０２５「大阪

ウィーク　大阪ヘルスケアパビリオン　貝塚

市ステージ」にて、すさみ町観光大使のＮａ

ｚｕｋｉさんによるフィナーレステージが開

催されました。ステージでは、様々なショー

が催される中、すさみ町から小中学生が合唱

で参加しました。

　心を込めた合唱に、会場からは温かい拍手

が送られました。

　「エビとカニの水族館」が「わかやま環境

大賞」に選ばれました。この賞は、地域の環

境保全に継続的に取り組んでいる団体を表彰

するもので、巡回水族館活動が高く評価され

ました。巡回水族館は、水族館に行けない子

どもたちに、生物と触れ合う機会を提供する

取組で、県内外の小・中学校、保育園などに

出向いています。

エビカニ水族館　大賞

海外にすさみ町の魅力を伝える

　６月 12 日、串本町の嶋村豊重様より大正

時代の船舶用羅針盤と気圧計を当館に寄贈し

ていただきました。この 2品は、大正 3年～

4 年にかけてオーストラリアにて「宇参見採

貝会社」を経営した小阪清吉氏が使用したも

のです。現在当館一階木曜島コーナーにて展

示しています。

歴史民俗資料館に寄付

　７月 29 日、在外和歌山県人会次世代リー

ダーズの集いで、青少年がすさみ町を訪れま

した。県人会次世代リーダーズは、和歌山県

にルーツのあるアメリカ、カナダ、ブラジル

など８か国 10 地域の代表青少年で、県内で

歴史や移民史を学び、和歌山県とのつながり

を深めました。

　すさみ町では、エビとカニの水族館を見学

したり、町長から町の歴史を聞きました。

　平井館長は「生物と触れ合う子どもたちの

笑顔や温かく見守る保護者の表情が、活動の

原動力になっている。」と話しました。

７
26

７月

７月
８月
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INFORMATION

お知らせ

０３
健康推進員養成講習会の 問 環境保健課　保健師

☎５５-４８０３開催

お知らせ

０１ 健康診査は受けましたか

問 県後期高齢者医療広域連合

☎０７３‐４２８‐６６８８

後期高齢者の方へ

　健康診査は令和８年２月末日まで受けるこ

とができます。受診券をお持ちの方で、まだ

健康診査を受けていない方は、この機会にぜ

ひご自身の健康状態をチェックしましょう。

健康診査

◆対象者

　75 歳以上の被保険者

※ 65 歳以上 75 歳未満で一定の障がいがあり

　広域連合の認定を受けられた方も対象。

◆検査項目

　問診・計測・診察・脂質・尿・肝機能

　腎機能・代謝系

◆実施場所

　受診券に同封の実施医療機関に記載されて

　いる医療機関

◆費用　　無料

歯科健康診査

※対象の方には５月末に受診券等を発送。

◆対象者

　令和７年３月末で 75 歳、80 歳、85 歳、

　90 歳以上の被保険者

◆検査項目

　問診・口腔内検査・口腔機能検査

◆実施場所

　受診券に同封の実施医療機関に記載されて

　いる医療機関

◆費用　　無料

　受診券等の紛失やご不明な点等があれば、

上記までお問い合わせください。

INFORMATION

お知らせ

０４
９月は 問 地域包括支援センター

☎５５-４６７０

お知らせ

０２ ９月２３日は「手話言語の国際デー」

手話は命　～手話言語権は人権だ！～

「アルツハイマー月間」

　「アルツハイマー月間」とは、アルツハイマー病をはじめとする認知症への理解を深め、認

知症の人とご家族を支援するために、世界中でさまざまな啓発活動が行われる月間です。

　認知症は、決して他人事ではありません。「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」

では、9 月 21 日を「認知症の日」、9 月を「認知症月間」と定めています。誰もが安心して自

分らしく暮らせる社会を作るために、この機会に認知症について考えてみませんか。

認知症ってどんな病気？

　「認知症」と聞くと、「物忘れがひどくなる

病気」というイメージを持つ方も多いかもし

れません。しかし、単なる物忘れとは違い、

日常生活に支障をきたすさまざまな症状が現

れます。例えば、

・日付や場所がわからなくなる

・物事の段取りがつけられなくなる

・言葉がうまく出てこなくなる

といった症状です。

　認知症は早期発見・早期対応が非常に大切

だです。早期に適切な支援を受けると、進行

を遅らせたり、ご本人やご家族が安心して過

ごせる期間を長くできます。

　詳しく知りたい方、相談したい方は、地域

包括支援センターにご相談ください。

　毎年９月 23 日は手話言語の国際デーで、今年８年目を迎えます。今年のテーマは「手話言語

権は人権だ！（英語原文：No Human Right Without Sign Language Rights）」です。国連の決議文

では「手話言語が音声言語と対等であることを認め、ろう者の人権が完全に補償されるよう国連

加盟国すべてにおいて手話言語についての意識を高める手段を講じることを促進する」とされて

います。

手話言語をブルーライトで
　　　　　　　　　輝かせよう︕

このイベントは、国連や世界ろう連盟の

ロゴの色で「世界平和」を表す青色を世

界各地でライトアップするものです。

各国の手話言語を尊重しあい、世界中の

きこえない・きこえにくい人ときこえる

人がひとつになる瞬間です。

すさみ町では、

　役場本庁で、ライトアップ予定です。

　県では、県民の健康向上を目指し、がん検診や健康診査の受診を促進する健康推進員を

養成しています。ぜひ、健康推進員となって地域の健康づくりを推進していきませんか？

日時 内容

１
 10 月 16 日（木）

 13 時 30 分～ 16 時

・開講式

・講義　健康日本 21、第三次和歌山県健康増進計画について
　　　　　講師：田辺保健所長
　　　　アンチエイジングのための身体活動
　　　　　講師：中図健康運動指導士

２
 10 月 17 日（金）

 13 時 30 分～ 16 時

・講義　生活習慣病について
　　　　　講師：田辺保健所管理栄養士
　　　　白浜町の健康状態と各種健診について
　　　　　講師：白浜町保健師
・グループワーク

◆受講場所　　西牟婁振興局　４階大会議室　＊役場からの送迎あり

◆参加費　　　無料

　　　　　　　※参加していただく場合、申込みが必要です。　締切：９月 11 日（木）　　

◆参加条件　　２日間の講義を原則すべて受講できる方

　　　　　　　講義を４つ以上受講いただいた方に修了認定書をお渡しします。

◆受講日・講座内容
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INFORMATION

お知らせ

０７ 問

にっぽん縦断こころの旅

お手紙募集
ＮＨＫふれあいセンター
☎０５７０-０６６-０６６

　ＮＨＫ - ＢＳＰ４Ｋ、ＮＨＫ - ＢＳで放

送されている「にっぽん縦断こころの旅

“２０２５秋の旅”」にて和歌山県がゴール

地点になります。そこで、「何げない風景」「思

い出の風景」「忘れられない風景」「みんなに

伝えたい風景」また「音の記憶となる情景」

など、様々な風景やその場所にある皆さまの

エピソードに関するお手紙を募集します。

◆投稿方法　

　〇はがき・封書　〒１５０-８００１　　　　　　　　

　　　　　　　　　「こころ旅」係へ送付

　　　　　　　　　※住所不要

　〇ＦＡＸ　　０３-３４６５-１３２７へ

　〇番組ＨＰ　「こころ旅」で検索

◆締切　　　

　10月 27日（月）必着

自筆証書遺言書保管制度

問
説明会の開催

　自分で書いた遺言書を法務局に預けること

で様々なトラブルを防ぐことができる制度

（自筆証書遺言書制度）について、法務局職

員が分かりやすく説明します。

◆日時　　　９月 10日（水）

　　　　　　 14 時～ 15時

◆場所　　　和歌山地方法務局　田辺支局

　　　　　  （田辺市文里１丁目 11-９）

◆定員　　　８名　※完全予約制

◆参加費　　無料

◆予約　　　和歌山地方法務局総務課

　　　　　　９月９日（火）12時まで

お知らせ

０６

お知らせ

０５ 浄化槽の使用は適正に
問 環境保健課　環境衛生係

☎５５-４８０３

　浄化槽は河川や海などの水環境を保全す

る設備です。浄化槽が正常に機能しないと、

汚水を放流し、悪臭や害虫の繁殖の原因と

なります。

　このため、浄化槽の管理者には浄化槽法

において「保守点検」、「法定検査」、「清掃」

が義務付けられています。

　点検と検査は別観点で行われているた

め、両方を受ける必要があります。受検し

ないものについては、過料などの罰則規定

が設けられています。

※点検や清掃の頻度は、浄化槽の規模や

  使用頻度によって異なります。

◆保守点検（３～４か月に１回）

　保守点検業者による点検　

　稼働状況を中心に点検

　機器点検・調整・修理・消毒薬の補充等

◆法定検査（年１回）

　県水質保全センター検査

　※案内が届きます

　外観や水質、書類の検査　

　※保守点検や清掃記録の書類も保管して

　　おいてください

◆清掃（年１回以上）　

　浄化槽内に溜まった汚泥等の除去と内部

　設備の洗浄

INFORMATION

お知らせ

０８
自殺予防月間

問 環境保健課　保健師
☎５５-４８０３

気づこう 自分のこと 大切なのこと

　ひとりでも多くの自殺者をなくすため、

自分自身のことやまわりで悩んでいる人の

心の健康やいのちの大切さを改めて考えま

しょう。

９月10日～ 16日は

すさみ町の自殺の現状
　過去 10 年間の自殺者数は 10

人、５年間で５人となっており、

女性に比べ男性の方がやや多く

なっています。

　また、本気で自殺を考えたこ

とがある人は、40 歳代で最も

高く、次いで 20 歳代が高くなっ

ています。

和歌山県民の方限定

相談窓口

電話相談「はあとライン」

☎０５７０－０６４－５５６（２４時間・３６５日対応）

公式 LINE 相談「いのちのセーフティーラインわかやま」

　　　　　　　　　　　　　　（平日９時～１７時）

お知らせ

０９
問 中小企業基盤整備機構（共済相談室）

☎０５０-５５４１‐７１７１

小規模企業の経営者の方へ

小規模企業共済制度のご案内

　この制度は、廃業や退職時に備えて、

小規模企業の経営者や役員の方のため

に、国がつくった安心でお得な退職金の

積立制度です。

　掛金は全額所得控除の対象で、千円か

ら七万円（五百円刻み）の範囲で自由に

選べ、経営者の退職金として受け取れる

ので、税制メリットがあります。

　ご加入は商工会、金融機関などから。

　詳しくは「小規模共済」で検索！

小規模共済とは？

和歌山地方法務局総務課
☎０７３‐４２２‐５１３１

資料：第２期すさみ町自殺対策計画
（地域自殺実態プロファイル）

　　　　　　　　　　　　　　（平日９時～１７時）

大切な人に気になる様子が
あれば、声をかけてみよう
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INFORMATION

募 集

０１ 自衛官　募集！
問 自衛隊和歌山地方協力本部

☎２４‐６２１９

人を守る。という、やりがい。

◆受験資格
　日本国籍を有し、自衛隊法第 38条に該当しない者で以下のとおり。

  ＊防衛大学校（一般）　
　　採用予定月末日現在、18歳以上 21歳未満で、高卒者（見込み含）

　　または高専 3年次修了者（見込み含）方

◆試験について

募集種目 受付期限 試験日 試験会場

防衛大学校（一般） 10 月 16 日（木）
11 月１日（土）

午前８時～
プラザホープ

※試験終了時間については当日受付時に連絡します。

募 集

０２ すさみ町職員採用試験案内 総務課　人事係　☎５５‐４８０２

◆試験日・場所
　【一次試験】

　・試験日　　10 月 19 日（日）

　・場所　　　総合センター

　・試験内容　基礎能力検査（ＳＣОＡ）

　　　　　　　性格特性検査（ＳＣОＡ）

　【二次試験】

　・試験日　　11 月下旬予定

　・場所　　　総合センター

　・試験内容　面接試験、作文試験

　町職員採用試験を次のとおり行います。

◆職種・採用予定人員

　一般事務　　２名程度

◆受験資格

　高等学校卒業程度以上の学力を有する、昭

　和 61 年４月２日から平成 20 年４月１日ま

　での間に生まれた人

◆採用予定時期

　令和８年４月１日から

◆受験申込の受付

　９月１日（月）～９月 19 日（金）

◆試験案内と申込用紙の交付

　役場本庁・江住支所・佐本出張所で交付。

　ホームページからダウンロードできます。

問

会計年度任用職員　随時募集中！

　＊集落支援員（すさみキャンパス）

　＊保育士、栄養士（保育所）

　どちらも採用日から令和８年３月 31 日

　までの任用期間となります。

　詳細は人事係までお問い合わせください。

INFORMATION

募 集

０３ 子ども・子育て会議委員　募集 問 教育総務課　☎５５‐２１４６

募 集

０４ 運動講座　参加者募集 環境保健課　保健師
☎５５‐４８０３

問

◆講師　　白浜はまゆう病院　　森本　信三　認定理学療法士

                              （専門分野：糖尿病、健康増進・参加）

◆内容　　講話と実技（体力測定・筋力測定も行います）

◆参加費　無料

◆持ち物　運動靴・タオル・飲み物・老眼鏡（必要な方）

　　　　　動きやすい服装でお越しください。

◆申込先　環境保健課　※定員になり次第締め切り

会場 江住公民館
定員 15 名程度

総合センター　１階
定員 30 名程度

１回目 10 月 22 日（水） ９月 10 日（水）

２回目 11 月 26 日（水） 10 月 20 日（月）

３回目 12 月 15 日（月） 11 月 18 日（火）

実施時間 午後１時 30 分～午後３時

　生活習慣病の予防や改善に、運動を取り入れてみませんか？

　すさみ町子ども・子育て会議に参加してい

ただける方を募集します。会議では子ども・

子育て支援の実施状況の点検、評価、支援施

策等について話し合います。

◆募集人数
　１名

◆応募資格

　・町内在住の満 20 歳以上で、子ども・子

　　育て支援に関心や熱意のある方

　・会議（平日の昼間　年３回程度）に参加

　　できる方

◆任期

　令和７年 10 月１日～令和 10 年９月 30 日

◆募集期限
　９月 19 日（金）

◆応募方法

　申込書と作文を郵送か持参で、教育委員会

　に提出してください。

　・作文「すさみ町における

　　　　　　　　　子ども・子育てについて」

　　　　　（８００字以内）

　＊申込書・作文用紙は、役場、江住支所、

　　佐本出張所、教育委員会にて交付します。

毎年好評！
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消防
・

防災

firefighting  and disaster prevention

　

９
月
７
日
（
日
）
～
13
日
（
土
）

は
救
急
医
療
週
間
、９
月
９
日
（
火
）

は
救
急
の
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

　

近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
軽
い
怪
我
や
緊
急

性
の
な
い
安
易
な
救
急
要
請
の
増
加

は
、
命
の
危
険
が
あ
る
重
症
傷
病
者

へ
の
対
応
の
遅
れ
を
招
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
救
急
車
を
呼
ぼ
う
か

迷
っ
た
時
、
症
状
か
ら
見
て
緊
急
性

が
あ
る
場
合
は
、
迷
わ
ず
に
１
１
９

番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
医
療
週
間
・
救
急
の
日

　

毎
月
定
期
的
に
救
命
講
習
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
随
時
講
習
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
事
前
に
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
で
学
習
す
る
こ
と
で
消
防
署
で
の

講
習
時
間
を
短
縮
で
き
ま
す
。

　

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
、

場
所
や
時
間
を
選
ば
ず
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
受
講
日
の
１
週
間
以
内
に
学
習

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◆
会
場　

白
浜
町
消
防
本
部

◆
日
時　

10
日(

水)

13
時
～
16
時

　
　
　
　

21
日(

日)

９
時
～
12
時

　
　
　
　

24
日(

水)

９
時
～
12
時

※
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受
講
さ
れ
た
方

は
集
合
時
間
が
１
時
間
後
に
な
り
ま

す
。（
例
：
９
日
の
場
合　

14
時
～
）

◆
定
員　

10
人
程
度

◆
申
込
方
法

　

電
話
も
し
く
は
左
記
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

定
期
救
命
講
習
の
お
知
ら
せWEB 講習

申込

◆
マ
イ
ナ
救
急
と
は
・
・
・

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健
康
保

険
証
を
ひ
も
付
け
た
「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
を
活
用
し
た
救
急
業
務
で
、
救

急
車
要
請
時
に
傷
病
者
自
身
の
マ
イ

ナ
保
険
証
を
救
急
隊
員
に
提
示
し
て

い
た
だ
く
と
、
救
助
活
動
が
円
滑
化

し
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
救
急
の
メ
リ
ッ
ト

　

医
療
機
関
へ
救
急
搬
送
す
る
際

は
、
傷
病
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、

住
所
等
の
情
報
が
必
要
で
す
。
さ
ら

に
、
病
歴
や
受
診
し
て
い
る
医
療
機

関
、
服
用
し
て
い
る
薬
剤
な
ど
の
情

報
が
あ
れ
ば
、
搬
送
先
医
療
機
関
の

選
定
や
、
医
療
機
関
で
の
治
療
の
際

に
役
立
ち
ま
す
。

「
マ
イ
ナ
救
急
」
始
ま
る

　

 

す
さ
み
消
防
署

　

 

☎
５
５
‐
２
２
３
７

問

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
救
急

隊
員
に
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

気
分
不
良
や
痛
み
の
た
め
に
し
ゃ

べ
り
づ
ら
い
場
合
や
意
識
が
な
い
場

合
、
家
族
が
傷
病
者
の
病
歴
、
服
用

し
て
い
る
薬
を
把
握
し
て
い
な
い
、

も
し
く
は
本
人
で
も
薬
の
名
前
を
憶

え
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
、
マ
イ
ナ
救
急

は
、
正
確
な
情
報
を
迅
速
に
救
急
隊

員
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
救
急
隊
員
が
閲
覧
で
き
る
情

報
は
前
述
の
内
容
の
み
で
す
。

◆
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を

　

マ
イ
ナ
救
急
を
活
用
す
る
た
め
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康

保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
登

録
が
必
要
で
す
。

　

利
用
登
録
は
、
医
療
機
関
や
薬
局

の
受
付
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
で
行
え
ま
す
。

◆
も
し
も
の
時
に
備
え

　
　
　
　
　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
携
行

　

お
で
か
け
先
で
も
マ
イ
ナ
救
急
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
マ
イ
ナ
保
険
証

を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

 

 

マイナ救急
ショートムービー

10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
！
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民生児童
委員会

community welfare com
m

issionerだより

　

隣
町
に
住
む
昔
か
ら
の
知
り
合
い

が
、「
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を
聞
い
て
ほ

し
い
ん
や
」
と
に
こ
や
か
に
近
づ
い
て

き
て
く
れ
ま
し
た
。

　

彼
は
、
元
々
近
所
に
住
ん
で
い
ま
し

た
が
、
結
婚
を
機
に
隣
町
に
移
り
住
み

ま
し
た
。
し
か
し
、
高
齢
の
お
母
さ
ん

が
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
で
時
々

様
子
を
伺
い
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
時
、
彼
の
と
こ
ろ
に
ご
近
所
の

知
人
か
ら
「
お
母
さ
ん
の
と
こ
雨
戸
閉

ま
っ
て
て
外
か
ら
声
か
け
て
も
返
事
な

い
か
ら
心
配
で
電
話
し
た
ん
や
」
と
連

絡
が
あ
り
、
心
配
で
慌
て
て
電
話
を
か

け
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
お
母
さ
ん
が
出

た
そ
う
で
す
。
事
情
を
説
明
す
る
と
お

母
さ
ん
は
、
前
の
日
に
大
雨
が
降
っ
た

か
ら
雨
戸
を
乾
か
し
て
い
た
そ
う
で
す

が
、
少
し
耳
が
不
自
由
で
外
か
ら
声
を

か
け
て
も
ら
っ
て
い
た
の
に
気
づ
か
な

か
っ
た
と
の
事
で
し
た
。

　

彼
は
「
こ
の
辺
は
や
っ
ぱ
り
い
い
地

域
で
す
ね
。
高
齢
の
一
人
暮
ら
し
の
人

に
も
誰
か
が
気
に
か
け
て
く
れ
る
し
、

あ
り
が
た
い
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
笑
顔
で
伝
え
て
く

れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

最
近
、
地
域
共
生
社
会
と
い
う
言
葉

を
よ
く
耳
に
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。
制

度
や
分
野
の
枠
や「
支
え
手
」「
受
け
手
」

と
い
う
従
来
の
関
係
を
超
え
、
地
域
住

民
の
一
人
一
人
が
つ
な
が
る
事
に
よ
り

喜
び
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
地
域
で
は
、
お
互
い
を
思

い
や
る
心
が
育
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
う
し
て
地
域
を
褒
め
て
も
ら
う
事
は

す
さ
み
町
に
と
っ
て
も
誇
ら
し
い
事
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

地
域
の
人
々
が
繋
が
り

 

年金
の

豆知識

pension's trivia● 

年
金
ネ
ッ
ト
で
年
金
相
談

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
令
和
７

年
１
月
よ
り
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
文
書
相
談
の
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

本
サ
ー
ビ
ス
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
経
由
で
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
に
ロ
グ

イ
ン
し
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
入
力

フ
ォ
ー
ム
に
ご
相
談
内
容
を
登
録
す

る
こ
と
で
、
後
日
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
の
回
答
が
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
に

届
く
も
の
で
す
。

　

現
在
、
以
下
の
方
を
対
象
に
限
定

し
て
試
行
実
施
を
し
て
い
ま
す
。

・
海
外
に
お
住
ま
い
の
方

・
聴
覚
や
発
話
等
の
障
害
、
身
体
等

　

に
障
害
が
あ
り
、
電
話
や
年
金
事

　

務
所
窓
口
で
の
相
談
が
難
し
い
方

　

詳
細
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
文
書
相
談
の
ご

案
内
（
試
行
実
施
中
）」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問問
　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

 

年
金
機
構 

田
辺
年
金
事
務
所

　

 

☎
２
４
‐
０
４
３
２

 　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

　

 

☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

 　

住
民
生
活
課　

年
金
係

　

 

☎
５
５
‐
４
８
０
４

問
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税
と

保険料

taxes and insurance prem
ium

s

次
の
税
・
保
険
料
の
納
期
限
は
、

　

９
月
30
日
(
火
)
で
す
。

 　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
未
納
期
間

に
応
じ
た
延
滞
金
が
必
要
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
残

高
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
振

替
が
で
き
な
か
っ
た
分
に
つ
い
て
は

納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

町
税
の
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座

振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
納

税
の
た
め
に
金
融
機
関
等
に
出
向
く

必
要
が
な
く
な
り
、
納
め
忘
れ
防
止

に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
税
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

固
定
資
産
税　
　
　
　

 

第
３
期
分

 

国
民
健
康
保
険
税　

   

第
４
期
分

   

税
務
課 　

☎
５
５
‐
４
８
０
０

 

介 

護 

保 

険 

料　
　

 

第
４
期
分

   

環
境
保
健
課 

☎
５
５
‐
４
８
０
３

 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

第
３
期
分

   

住
民
生
活
課 

☎
５
５
‐
４
８
０
４

問 問問

すさみスマートシティ事業
smart city project

ドローン航路確認作業の

　　　　　　　　　　お知らせ

今月のテーマ

　下記の日程で、今後のドローン活用に向

けた航路検討作業を実施します。本町で

は、スマートシティの取り組みの一環とし

て、ドローンを活用した点検、放送、物流

などの分野での実証と運用に取り組んでい

ます。ドローンを町内で安全かつ円滑に航

行させるため、以下の調査・確認を町の沿

岸部全域で行います。

〇ドローンの離発着地点の確認

〇緊急時の着陸地点の調査

〇航路上における電波状況の測定

　ドローンや測定機器を用いて調査を行い

ますが、住民の皆さまの生活への影響を最

小限に抑えながら進めていきます。

　ご理解とご協力、よろしくお願いします。

◆日程

　９月１日（月）～ 26 日（金）の期間。

　日の出から日没までの時間帯で実施。

◆場所

　周参見、口和深、見老津、江住、里野

すさみしるべ
町の情報を地図で確認！

防災時にも役立ちます。

問 地域未来課　 ☎５５-４８０１

幸
せ
を
つ
く
る

ドローン点検実施のご報告

　７月 30 日に津波警報の発令に伴い、江

住地区でのドローンを活用した情報収集を

実施しました。

　ドローンにより、津波の到達状況や海岸

付近に人がいないか、高台への避難状況な

どを迅速に確認することができました。

　今回のドローン点検で得られた教訓を活

かし、今後も災害に強い安全・安心なまち

づくりにドローンを積極的に活用していき

ます。引き続き、皆さまのご理解とご協力

をお願いします。
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　電動ベッド・床ずれ防止用マット・車椅子は有料です。

　在庫数に関係なく一度社協にお問い合わせください。

貸出物品 在庫数 貸出物品 在庫数

電動ベッド ５ 入浴台 ３

床ずれ防止用マット ３ 松葉杖 ２

ポータブルトイレ ８ 入浴椅子 １

車椅子 １８ 歩行器 ３

入浴用手すり ４ 非常用押しボタン送信機 １

８月１０日現在

場　　所
地域福祉センター

江住ミニ
福祉センター

佐本公民館
相談内容・時間

一般相談
午前（　９：３０～１１：３０）
午後（１３：３０～１５：００）

１７日（水）
１０日（水）午後のみ

予約制（※）
１０日（水）午前のみ

予約制（※）

法務相談・特設人権相談
（１３：３０～１５：００）

１７日（水）
予約制（※）

弁護士相談
（１３：３０～１５：００）

１７日（水）
予約制（※）

※  予約は前日までに、社協へご連絡
　 ください。（☎５５‐４１０４）

福祉ボランティア広場

９月の相談日★

福祉・介護用品の貸出★

枝豆の苗植え

　昨年からいなづみ作業所の方達との交流と

して行っている枝豆の苗植えを７月 16 日に

行いました。

　今年は小学校３年生が、種から自分たちで

育てた苗を植えました。

夏休みボランティア

　８月 13 日（水）すさみ町社会福祉協議

会２階ボランティアルームにて「布切り」

を行いました。

すさみ
１地区福祉委員会を終えて
　

７
月
22
～
29
日
に
か
け
、
町
内

９
ヵ
所
で
地
区
福
祉
委
員
会
を
開
催

し
、
事
業
報
告
と
住
民
会
員
募
集
に

つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
際
に
出
さ
れ
た
意
見
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
：
介
護
用
品
の
貸
出
は
誰
で
も
貸

　
　

し
て
も
ら
え
る
の
か
？

答
：
介
護
度
な
ど
に
関
係
な
く
必
要

　
　

な
方
に
貸
し
出
し
で
き
ま
す
。

問
：
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
は
い
く

　
　

ら
ま
で
か
？

答
：
障
が
い
者
や
生
活
困
窮
世
帯
な

　
　

ど
に
よ
っ
て
貸
付
金
額
は
違
い

　
　

ま
す
が
、
緊
急
小
口
貸
付
は

　
　

10
万
円
ま
で
で
す
。

問
：
備
蓄
品
で
保
存
期
間
が
短
く

　
　

な
っ
た
も
の
は
ど
う
し
て
い
る

　
　

の
か
？

答
：
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
や
、
災

　
　

害
研
修
時
に
配
布
し
た
り
と
有

　
　

効
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
会
員
の
募
集
に
つ
い

て
た
く
さ
ん
の
加
入
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

３生活支援コーディネーターがゆく
　

７
月
20
日(

日)

に
、
小
中
学

校
の
先
生
・
生
徒
、
地
域
の
方
々
、

す
さ
み
Ｔ
Ｍ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
、
総

勢
60
名
で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
数
少
な
い
川
の
遊
び
場
を
地

域
の
力
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う

想
い
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
３
回

目
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
、
町
外
や
県
外
か

ら
、
川
遊
び
や
キ
ャ
ン
プ
に
来
る

人
が
多
く
、
一
部
は
ゴ
ミ
を
放
置

す
る
人
が
い
る
と
の
こ
と
。
区
長

さ
ん
は
、「
多
く
は
茂
っ
て
い
る

草
に
ゴ
ミ
を
隠
し
て
投
棄
し
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
、
草
が
無
い
綺

麗
な
状
態
を
保
つ
こ
と
は
、
色
ん

な
意
味
で
大
事
な
こ
と
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
も
、
朝
８
時
か
ら
２
時

間
ほ
ど
で
、
元
の
綺
麗
な
状
態
に

戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
暑
い

中
、
草
刈
り
・
草
引
き
等
、
大
変

な
作
業
で
し
た
が
、
体
調
不
良
や

怪
我
人
も
無
く
、
無
事
に
作
業
を

完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２津波警報発令時の対応
　

７
月
30
日
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島

沖
を
震
源
と
す
る
大
規
模
地
震
に
よ

り
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
職
員
は

　

避
難
ビ
ル
に
避
難　

②
ヘ
ル
パ
ー
業
務
は
中
断
も
し
く
は

　

利
用
者
と
共
に
避
難　

③
地
域
福
祉
職
員
は
権
利
擁
護
事
業

　

の
利
用
者
等
と
共
に
避
難
ビ
ル
へ

　

避
難

と
い
う
対
応
を
し
ま
し
た
。
避
難
ビ

ル
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
昼
食
用

に
炊
い
て
い
た
ご
飯
を
お
に
ぎ
り
に

し
、
み
ん
な
で
分
け
合
い
な
が
ら
夕

方
ま
で
待
機
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
避
難
は
津
波
到
達
ま
で
の

時
間
が
あ
る
中
、
車
で
の
避
難
を
行

い
ま
し
た
。
し
か
し
「
南
海
ト
ラ
フ

地
震
で
は
ど
う
な
の
か
」「
避
難
所

で
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
必
要
な
物

品
は
な
に
か
」
な
ど
避
難
時
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
万
が
一
に
備
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　苗植えの後、作業所で

作っていた夏野菜の収穫さ

せてもらい、かき氷もごち

そうになりました。

枝豆の収穫は９月頃とのことで、収穫が

たのしみです。

　

本
町
で
は
、
今
後
人
口
減
少
が

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
が

元
気
で
あ
る
こ
と
、
住
ん
で
い
る

人
が
生
き
生
き
と
し
て
い
る
か
ど

う
か
が
重
要
で
す
。
地
域
で
声
を

掛
け
合
い
、
程
よ
い
距
離
感
で
つ

な
が
り
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
人

が
い
る
こ
と
や
、
お
互
い
様
の
関

係
で
助
け
た
り
、
時
に
は
助
け
ら

れ
た
り
、
そ
の
基
盤
作
り
が
す
さ

み
Ｔ
Ｍ
Ｓ
や
砂
の
川
の
清
掃
活
動

に
あ
た
り
ま
す
。

　

地
域
の
「
自
助
・
共
助
」
の
力

を
維
持
・
高
め
て
い
く
こ
と
が
、

地
域
を
守
る
術
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
素

晴
ら
し
い
活

動
を
今
後
も

継
続
し
、
住

ん
で
て
良
か

っ
た
と
思
え

る
よ
う
な
町

で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

砂
の
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
！

地
域
課
題
を
み
ん
な
の
力
で

頂いた衣類やシーツを使い

やすい大きさに

切っていきます。衣類につ

いているボタン、タグ、ポ

ケットを外し、袖やウエス

トゴムの部分なども切り離

していきます。
　紙を切るのとはちがい、スムーズに切れ

なかったり。苦戦しながらも作業を行って

くれました。

おつかれさまでした

ありがとう！
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お
よ
ろ
こ
び

　
　
か
な
し
み

寄
　
付

　
　
　
　
　
（
７
月
受
付
分　

敬
称
略
）

　
　
　
　
　
（
７
月
受
付
分　

敬
称
略
）

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

下
二　
　
　
　
　
　
　

長
野　

誠
紀　

原　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　

久
敏   

里
野　
　
　
　
　
　
　

斧　
　

浩

江
住　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

光
弘

（７月末日現在・前月比）

人口 ３,４１０人（－９）

男  １,６５１人（－１）

女  １,７５９人（－８）

世帯 １，９７１戸（ ±０）

人のうごき

　

俳　

句

地じ
お
ん
ど

音
頭
の
盛も

り
上
が
り
た
る
踊
り
の
輪

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

志
津
代　

夕ゆ
う
や
み闇

の
宙
ち
ゅ
う

に
火
の
舞
ふ
柱
は
し
ら
ま
つ

松 

（
回か
い
こ顧

）

　
　
　
　
　
　
　
　

庄
下　

小
百
合

枯か
れ
お
ば
な

尾
花
な
び
く
夜
空
に
影
不
気
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ロ

さ
よ
な
ら
は
言
わ
ず
に
お
こ
う

ま
た
明あ
し
た日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
川　

一
雄

◎
各
種
団
体
へ

▽
大
阪
府　
　
　
　
　

山
登　

綾
香

＊
防
己
区
へ

▽
里
野　
　
　
　
　
　

斧　
　

浩

＊
里
野
区
へ

▽
大
阪
府　
　
　
　
　

西　
　

冷
子

＊
江
住
区
へ

▽
江
住　
　
　
　
　
　

橋
本　

末
子

＊
江
住
区
へ

▽
江
住　
　
　
　
　
　

片
倉　

充
子

＊
江
住
区
へ

▽
江
住　
　
　
　
　
　

岡
田　

光
弘

＊
江
住
区
へ

俳
句
・
短
歌

19

　

短　

歌

短う

た歌
俳
句
ペ
ン
を
持
つ
手
の
卒
業
に

淋
し
さ
も
あ
り
悲
し
く
も
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
川　

一
雄

公
演
は
映
像
よ
り
も
舞
台
前

熱
演
肌
で
感
じ
て
悦
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

恵
子

翔
平
さ
ん
一
挙
一
動
微
笑
ま
し

少
年
の
ご
と
パ
パ
に
な
り
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

麻
呂　

晴
れ
し
空
連
な
る
山
な
み
の
ぞ
め
ど
も

こ
の
地
愛い
と

し
む
夫つ
ま

は
今
亡な

く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
家　

靖
子

夜
店
で
は

や
き
そ
ば
買
っ
て
缶
ビ
ー
ル
で

空
に
は
花
火
見
上
げ
て
い
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
谷　

守

周：周参見公民館　江：江住公民館　佐：佐本分館

図書だより 公民館でゆったり読書をしてみませんか？

各公民館の新刊をご紹介します。お気軽にお越しください！

He
llo

Su
sa

mi Magazine!

現在、すさみには外国人

の先生が 3人います。僕

が来た当時は一人で小学

校、中学校、そして江住

What's Up,Susami !!

小学校の最後の生徒を教えていました。それ

に加えて、大人の英会話を月２回教えていま

した。

僕が 2年目には、カオリが来て国際交流員と

して翻訳の仕事をしながら、保育所で英語を

教え始めました。この「What’s Up Susami」

の日本語訳もしています。

3 年目にはブレントが来て、2 人で仕事を分

配しました。ブレントは保育所に行ってから

小学校 1～ 4年生を教えています。大人の英

会話も引き継ぎました。僕は小学校 5、6 年

生と中学校を教えています。この町の規模で

3 人も英語の先生がいるのは珍しいし、僕が

知っている限りでこういう学年の分け方をす

るのも初めてです。僕はこれからのすさみの

英語の教育をレベルアップするのにこれが良

い機会だと思います。

Currently there are 3 foreign education teachers 

here in Susami.When I first arrived in Susami,I 

taught English to the whole elementary school and 

middle school as well as the one remaining student 

at Esumi elementary school. On top of this, I also 

taught the adult eikaiwa twice a month.

My second year we added Kaori who on top of doing 

translation work as a Coordinator of International 

Relations (CIR), also began teaching English at 

the Hoikusho. She is also the one who translates 

“What’s Up Susami”　into Japanese.

My third year we added Brent and divided up my 

workload between the two of us.Brent currently 

teaches at the Hoikusho before coming to the 

elementary school to teach 1-4 grade and has 

also taken over the adult eikaiwa.I now teach 

elementary 5-6 grade along with the middle school. 

It’s pretty rare for a town of this size to have 

so many English teachers and, as far as I know, no 

other town splits up the work like this. I think 

it’s a great opportunity for us to raise the 

level of the English education in Susami for the 

near and far future.

今月は・・・
　ジョー先生

日本語訳：カオリ先生

題　名 著　者 題　名 著　者

周 ダークネス 桐野夏生 周 人生後半にこそ読みたい秀歌 永田和宏

周 本でした
又吉直樹、　
ヨシタケシン
スケ

周 本を読む人はうまくいく 長倉顕太

周 白魔の檻 山口未桜 周 擬態する生物のきもち 大島健夫

江 人間がいなくなった後の自然 カル・フリン 江 十二単を着た悪魔 -源氏物語異聞ー 内館牧子

江
美人までの階段１０００段あって
もう潰れそうだけど
このシートマスクを信じてる

エリース・
ヒュー

佐 エルマーのぼうけん
ルース・
スタイルス・
ガネット

江 IT ENDS WITH US
コリーン・
フーヴァー

佐 無意識のバイアスを克服する
ジェシカ・
ノーデル

　

俳　

句
（
俳
句
同
好
会
）

押
し
花
に
小
さ
な
秋
を
と
じ
こ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
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子

会
釈
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て
ひ
と
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き
涼
し
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後
の
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下
前
薫

夏
の
れ
ん
大
き
く
ゆ
ら
し
て
風
遊
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津
村
寿
子

窓
開
け
て
招
き
入
れ
た
る
秋
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
田
し
の
ぶ

登
校
日
日
焼
け
の
君
も
ま
た
素
敵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
山
守
東

故
郷
の
浜
の
櫓
の
踊
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
泰

お
よ
ろ
こ
び

｟
出
生
｠

地
区　
　
　

父　

母　
　
　
　

出
生
児

下
一　
　

瀬
戸　

祥
平　
　
　

渚
な
ぎ
さ

　
　
　
　
　
　
　

文
代

Su
sa ne!

か
な
し
み

｟死
亡
｠

地
区　
　

氏
名　
　
　
　
　
　

満
年
齢

口
和
深　

上
田　

洋
子　
　
　

89
歳

江
住　
　

橋
本　

勉　
　
　
　

86
歳

防
地　
　

坂
本　

  　
　
　
　

90
歳

防
地　
　

﨑
口　

龍
子　
　
　

72
歳

下
一　
　

和
田　

繁
幸　
　
　

76
歳

江
住　
　

岡
田　

千
惠
子　
　

90
歳

原　
　
　

田
上　

早
苗　
　
　

90
歳
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９月 カレンダー
 総合センター　  住民福祉会館　  生涯学習施設
 多世代交流施設イコラ　  地域福祉センター　
 江住公民館　  江住ミニ福祉センター　  佐本公民館

日 月 火 水 木 金 土

８月３１日 ９月１日 ２ 3 ４ ５ ６
セット健診 

生活自立支援相談

百歳体操 

地域食堂（昼） 育児サークル 障がい福祉相談
（役場）☎ 26-4923

習字教室 

洋裁教室 

ものづくり広場

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３
百歳体操 

ものづくり広場

職場対抗
バレーボール

運動講座 

スマホ相談教室

母子相談 

百歳体操 

一般相談 

職場対抗
バレーボール

英会話教室

求職相談 

婦人科検診 

地域食堂（夜）

習字教室 

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０
百歳体操 

手芸サークル

障がい福祉相談
（役場）☎ 26-4923

法務相談・
弁護士相談・
一般相談 

育児サークル

フレイル予防
教室

健康体操教室
（太極拳） 

習字教室 

洋裁教室 

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７
情報モラル
講演会 

陶芸教室 

百歳体操 英会話教室 婦人科検診 

習字教室 

保育所運動会

GOAT 
INAZUMI Terrace

読み聞かせの会

２８ ２９ ３０ １０月１日 ２ ３ ４

百歳体操 

洋裁編み物教室


